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交通ル
ールを

交通安全協会が新１年生に記念品をプレゼント（４月７日）
　交通安全協会川根本町分会は、町内４小学校の入学式にあわせて、新１年生
38人に交通ルールを紹介する文房具をプレゼントしました。

写真：本川根小学校にて、駐在所員から交通安全グッズを受け取る児童

こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

守ってね
！



土砂崩れの概要
　平成 26年９月２日に閑蔵駅付近で発
生し、全長約 25.5㌔中、約 10㌔にあた
る接岨峡温泉駅～井川駅間が運休となっ
た。復旧工事では、土砂除去後も崩土を
くり返すなど、困難な作業が続いた。

写真提供：中部電力㈱大井川電力センター

３
月
11
日
、

土
砂
崩
れ
に
よ
り
一
部
不
通
と
な
っ
て
い
た
南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
が
、

約
２
年
半
ぶ
り
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
渓
谷
を
走
る
そ
の
赤
い
列
車
は
、

沿
線
住
民
か
ら
「
エ
ン
ジ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
大
き
な
苦
難
を
乗
り
越
え
た
「
エ
ン
ジ
ン
」
に
つ
い
て
、

関
係
者
の
思
い
と
、
今
後
の
展
望
を
お
伝
え
し
ま
す
。

不屈の
　　「エンジン」

2ここにも、一つの物語。
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全
線
開
通
か
ら
１
週
間
後
の
３
月
18

日
、
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
の
沿
線
各
地
で
は
、

復
旧
を
祝
う
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
頭
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
、
沿
線
の
官
民

団
体
で
組
織
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
周
辺
地
域
誘
客
協
議
会
」
主
催
の

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
川
勝
平
太
県
知

事
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
て
全

線
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
協
議
会
会
長
の
鈴
木
敏

夫
町
長
が
「
こ
の
町
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
は
、
決
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
域
の
宝
。
全
線
開
通
を

好
機
と
捉
え
、
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
観
光
振
興
に
向

け
た
新
た
な
決
意
を
口
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
井
川
鐵
道
の
前
田
忍
社
長
は

「
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
、

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
愛
さ
れ
る
鉄
道
で
あ
り
続
け
る
よ
う

に
、
努
め
て
い
き
た
い
」
と
関
係
者
へ
の

感
謝
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
一
日
車
掌
を
務
め
た

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
朝
倉
さ

や
さ
ん
の
笛
の
合
図
で
、
関
係
者
や
一
般

の
観
光
客
を
乗
せ
た
「
エ
ン
ジ
ン
」
が
千

頭
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
乗
客
は
、
鉄
道
橋
と
し
て
日
本
一
の
高

さ
を
誇
る「
関
の
沢
鉄
橋
」や
秘
境
駅
と
し

て
知
ら
れ
る
尾
盛
駅
な
ど
の
唯
一
無
二
の

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
約
２
年
半
ぶ
り

に
実
現
し
た
鉄
道
の
旅
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

➊
赤
石
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
豪
快
な
祝
い
太

鼓
が
ホ
ー
ム
に
響
い
た
。
➋
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
割
り
で
祝
う
関
係
者
ら
。
➌
千
頭

駅
に
は
沿
線
住
民
も
駆
け
付
け
て
列
車
を
見

送
っ
た
。
➍
ア
プ
ト
い
ち
し
ろ
駅
で
は
甘
酒

の
サ
ー
ビ
ス
や
特
産
品
販
売
も
。
➎
に
ぎ
わ

い
を
待
ち
続
け
た
井
川
駅
。
住
民
も
笑
顔
で

出
迎
え
た
。

千頭駅にて復旧記念式典を挙行
沿線各地でおもてなしイベントも開催

出
発
進
行
！

▶
朝
倉
さ
や
さ
ん

➊

 ➋

 ➌  ➍ ➎

922日目
の
歓喜
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「エンジン」を取り巻く人たち

南アルプスあぷとライン
　松葉 伸行 運転士

（千頭西区）

ここにしか
ない絶景へ

皆さんをお
連れします

。
　千頭で生まれ育った私ですが、実はここで働
き始めるまでは、一度も「エンジン」に乗ったこ
とがありませんでした。初めて車窓から景色を
見たとき「こんなに面白い所が地元にあったん
だ」という新鮮さを感じたことを覚えています。
　「エンジン」がいかに険しい地形を走ってい
るかということは、運転士として肌で感じてい
ます。そのこともあり、運休中は「本当に元通
りに復旧できるだろうか」という不安も正直あ
りました。それでも、お客さまからは「楽しみ
に待っているから、頑張ってね」と温かい励ま
しの言葉をいただくこともあり、再び井川駅ま
で運転できる日を心待ちにしていました。
　私がおすすめする景色は、井川ダム付近で見
える「山の十二単」。山々の尾根が何層にも重
なっている様子は絶景です。まだ乗車経験のな
い町民の方も、この機会にぜひご乗車いただけ
れば幸いです。きっと初めて乗車した時の私と
同じように、感動いただけると思います。

「エンジン」の往来を待ち望んでいた皆さんに、
「これまでの気持ち」「これからの思い」を聞きました。

藤枝市在住
　石神 文隆 さん

香織　 さん
佑菜 ちゃん
夏哉 　くん

　初めて乗車した高校生の時、のんびりとした
空気感と沿線に住む皆さんの気さくな人柄にふ
れて、あぷとラインのファンになりました。
　そして７年前には、奥大井湖上駅で結婚式を
挙げさせていただきました。多くの方が線路脇
から手を振ってくれ、沿線各地で皆さんから祝
福を受けた感動を、忘れることはありません。
　今でも、あぷとラインに乗車するために、月
に２回は川根本町を訪れています。まだ子ど
もが小さいのでアプト式区間のみの乗車が多
いですが、最近では下の子も鉄道に興味を持

ち始めてくれて、
うれしく感じま
す。子どもたち
がもう少し大き
くなったら、ぜ
ひ井川駅まで家
族で出掛けたい
ですね。

の
ど
か
な
鉄
道
と
気
さ
く
な
人
柄
の
皆
さ
ん
に
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
で
会
い
に
行
き
ま
す
。

ひとえ

ここにも、一つの物語。
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「エンジン」を取り巻く人たち

川根本
町の皆

さんも
、

ぜひ遊
びに来

てくだ
さい！

旅館「峯屋」

　長島 百代 さん
孫の愛都くん

（静岡市葵区井川）

　川根本町から井川地区の旅館に嫁ぎ、今は女
将として井川の観光業に携わっています。
　まだ子どもが小さかった頃は、「エンジン」
に乗って小長井区の実家に帰省したり、逆に母
が井川まで遊びに来てくれたりしました。井川
の人たちも、よく千頭駅前の商店まで買い物に
出掛けていたようですよ。　
　ここ数年の井川観光の定番といえば、井川駅
で降りたお客さんがその足で井川湖の渡船を楽
しむというものでしたが、あぷとラインが運休
となっていた２年半もの間はその流れも途絶え
てしまい、とても寂しい思いをしました。
　復旧を契機に井川へ観光客を呼び込みたいと
ころですが、何しろ小さな集落ですので、人手
不足を痛感しています。その点では、川根本町
から井川までの沿線全域をひとつのエリアとし
て、お互いの地域の魅力を取り入れた観光プロ
グラムを一緒につくることができたら良いので
は、と思っています。

大井川流域
鉄道サポーターズクラブ
　生田 八朗 会長

（千頭東区）

地
域
の
宝
を
守
る
た
め
に

　

一
緒
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　大井川流域のシンボルともいえる鉄道を側面
から支援できればと、ちょうどあぷとラインが
一部不通となった時と同じ時期に、「大井川流
域鉄道サポーターズクラブ」を設立しました。
　この２年半の間は、特に沿線住民や全国の鉄
道ファンと大井川鐵道の橋渡し役になれたら
と、「大鉄新社長と語る会」の開催や会員によ
る提言の取りまとめなどに取り組んできまし
た。これからは、植栽活動によって景観を高め
たり、鉄道の魅力を流域内外に発信したりと
いった支援活動もしていきたいと思います。
　また、今までの活動対象は鉄道本線が中心で
したが、今回の復旧を機に、これからはあぷと
ラインについても積極的に関わっていきたいと
思っているところです。先日、さっそく会員の
有志で改めて乗車してみましたが、実にユニー
クな路線だと再認識しました。植栽にしても情
報発信にしても・・・まずは車窓から見える景
色を知らなければ始まりませんからね。
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「全線復旧」を追い風にして

目的別・エリア別に観光情報が検索できます

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

千
頭
駅
～
井
川
駅
間
の
周
遊
券

　
応
援
し
た
い
自
治
体
に
個
人
が
寄
付
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。
町
で
も
、

特
産
品
を
は
じ
め
と
す
る
お
礼
の
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
全
線
復
旧
に
伴
い
、
新
た
に
千
頭

駅
～
井
川
駅
間
の
周
遊
券
（
フ
リ
ー
き
っ

ぷ
）を
返
礼
品
の
選
択
肢
に
加
え
ま
し
た
。

こ
の
周
遊
券
で
乗
車
す
る
と
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
沿
線
を
自
由

に
途
中
下
車
で
き
ま
す
。
ま
た
、
寄
附
金

額
に
応
じ
て
、
大
井
川
鐵
道
本
線
の
周
遊

券
（
３
日
間
）
と
の
セ
ッ
ト
を
選
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

井
川
と
川
根
を
結
ぶ「
い
か
わ
ね
新
聞
」

次
号
に
向
け
て
編
集
作
業
中

　
「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

静
岡
地
域
連
携
協
議
会
」
で
は
、
井
川
地

区
と
川
根
本
町
の
魅
力
を
一
体
的
に
伝
え

る
「
い
か
わ
ね
新
聞
」
を
、
年
３
回
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
編
集
中
で
７
月
に
発
行
予
定
の
第

７
号
で
は
、
３
月
に
発
行
さ
れ
た
第
６
号

に
引
き
続
き
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
に
関
す
る
記

事
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
山
開
き
を
迎
え
る

南
ア
ル
プ
ス
の
見
所
に
つ
い
て
も
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

※
協
議
会
概
要
：
両
地
域
の
官
民
団
体
で

構
成
。
南
ア
ル
プ
ス
周
辺
地
域
の
環
境
保

全
と
文
化
継
承
、
そ
の
地
域
資
源
の
持
続

可
能
な
利
活
用
の
推
進
が
目
的
。

　再びつながった井川と川根。全線復旧という明るい話題は、奥大井の観光振興や両地域の
交流促進への追い風となることが期待されます。
　さらなる誘客や魅力発信に向けたさまざまな取り組みが、沿線各地で加速しています。

観
光
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

千
頭
駅
前
広
場
に
設
置

　
町
で
は
、
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
や
Ｓ
Ｌ
の
始

発
駅
・
終
着
駅
で
あ
る
千
頭
駅
前
の
広
場

に
、
観
光
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
光

掲
示
板
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
器
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
画
面
と

な
っ
て
お
り
、
町
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
な
ど
の
情
報
を
自
由
に
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
内
蔵
カ
メ
ラ
で
町
内
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
に
記
念

撮
影
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
円
滑
な
誘
導
と
回
遊
性
向
上
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

周遊券は千頭駅でも購入することができます

第６号は両地域の各世帯に配布したほか、
公共施設や観光施設などにも配架中です。

ここにも、一つの物語。
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は
、
そ
う
話
し
ま
す
。

　
木
材
輸
送
か
ら
始
ま
り
、
ダ
ム
建
設

の
資
材
運
搬
用
と
し
て
、
流
域
住
民
の

足
と
し
て
、
そ
し
て
今
、
観
光
客
を
い

ざ
な
う
鉄
道
へ
と
役
割
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
。

　
し
か
し
生
田
会
長
は
、
こ
の
町
に
住

む
私
た
ち
が
そ
の
存
在
を
見
つ
め
直
す

必
要
性
を
、
問
い
か
け
ま
す
。

　
「
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
は
、
大
井
川
の
恩

恵
を
受
け
て
き
た
こ
の
地
域
の
歩
み

を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
む
し
ろ
こ
こ
に
住
む
私

た
ち
が
、
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
の
存
在
自
体

を
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
独
自

性
）
と
し
て
捉
え
、
目
を
向
け
て
い
く

べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
湖
上
駅
で
挙
式
し
た
石
神
さ
ん
夫
妻

は
、
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
が
好
き
な
理
由
を

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
手
を
振
り
合
う
よ
う
な
身
近
な
距

離
感
だ
っ
た
り
、
沿
線
か
ら
に
じ
み
出

る
『
鉄
道
が
愛
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う

空
気
感
。
私
た
ち
を
含
め
た
多
く
の

フ
ァ
ン
は
、
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
、
何

度
も
足
を
運
ぶ
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
土
砂
災
害
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
再

び
千
頭
駅
と
井
川
駅
を
行
き
交
い
始
め

た
「
エ
ン
ジ
ン
」。
沿
線
の
桜
は
散
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
目
に
も
ま
ぶ
し
い
新
緑
が
赤
い

車
両
を
迎
え
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が

復
旧
を
記
念
し
て
桜
を
植
栽

　

４
月
９
日
、
大
井
川
流
域
鉄
道
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
あ
ぷ
と
ラ
イ

ン
の
全
線
開
通
を
記
念
し
た
「
鉄
道

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
長
島
ダ
ム
ふ
れ
あ
い

館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
会
員
が
実
施
し

た
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
へ
の
体
験
乗
車
に
つ

い
て
の
報
告
や
、
今
後
の
サ
ポ
ー
ト
活

動
の
取
り
組
み
内
容
に
関
す
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
館
前
の
四
季
彩
公

園
に
は
、
対
岸
を
走
る
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン

か
ら
見
え
る
よ
う
に
、
３
本
の
桜
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た
の
は
、

寿
命
が
比
較
的
長
い
と
さ
れ
る
エ
ド
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
。
車
窓
か
ら
見
え
る
景
色

が
い
つ
ま
で
も
楽
し
い
も
の
で
あ
る
よ

う
に
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
会
員

が
て
い
ね
い
に
植
え
ま
し
た
。
植
栽
作

業
中
に
対
岸
を
列
車
が
通
過
す
る
と
、

会
員
は
手
を
振
っ
て
見
送
り
、
お
も
て

な
し
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
こ
そ
」

　
「
た
し
か
に
、『
エ
ン
ジ
ン
』
の
役
割

が
日
常
生
活
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と

で
、
沿
線
住
民
の
関
心
が
だ
ん
だ
ん
と

薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
危
機

感
は
あ
り
ま
す
」。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
生
田
会
長

「エンジン」の走る風景
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Congratulations!!

◉５㌔の部　男子
第１位　鈴木　覚（浜松市）　16分08秒
第２位　井上智弘（静岡市）　16分46秒
第３位　杉本大祐（島田市）　17分40秒

◉５㌔の部　女子
第１位　加藤詩帆加（静岡市）　18分45秒
第２位　村松和美（接岨）         22分12秒
第３位　増井宏実（湖西市）　　22分26秒

◉３㌔の部　男子
第１位　増井大翔（湖西市）　11分05秒
第２位　和田　陽（田野口）　12分00秒
第３位　下村健斗（下長尾）　12分32秒

◉３㌔の部　女子
第１位　生駒桃佳（磐田市）　12分52秒
第２位　服部心春（焼津市）　13分03秒
第３位　鈴木柚菜（田野口）　13分04秒

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 8



お茶の里
ファミリー

マラソン
【当日の参加者】
◉１㌔・２㌔の部　109人
◉３㌔の部　　      54人
◉５㌔の部　　　　97人

３
月12日開催

役場本庁舎周辺

コース：
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４/３

たうんとぴっくす

３/16 善意をカタチにして地域貢献 
中川根中生徒会が「あかいしの郷」に車いすを寄贈

福祉委員会の現委員長と前委員長が同施設を訪れました

　中川根中学校生徒会は、車いす１台を特別養
護老人ホーム「あかいしの郷」に寄贈しました。
　同校生徒会では、週に１度が牛乳パックとア
ルミ缶を持ち寄り、換金して町内福祉施設に品
物を寄贈する「あすなろ活動」を実施していま
す。福祉委員長の藤田亜由美さん（２年）が「こ
れからも地域の方が喜んでくれるような贈り物
ができるように活動に取り組んでいきたい」と
車いすを引き渡すと、受け取った同施設の澤本
英季施設長は「皆さんの温かい気持ちに感謝し、
大切に使います」と話しました。

「くらしを守る」崇高な使命を胸に
19人の新入団員を迎えた町消防団が辞令交付式を挙行
　山村開発センターにて平成29年度川根本町
消防団辞令交付式が挙行され、本部および全8
分団から新入団員と班長以上の団幹部約130人
が参加しました。
　鈴木敏夫町長は「町民のために日々尽力され
ている皆さんに感謝する。これからも切磋琢磨
し、より安心・安全なまちづくりに貢献していた
だくことを期待している」とあいさつしました。
　諸田環団長は「地域を守るという崇高な使命
を全うできるよう日々の訓練に励み、町民の皆
さんから信頼される消防団員を目指してほし
い」と団員に訓示しました。

【新入団員は次の19人の皆さん】
▽白瀧雄一（本部）▽佐藤友哉（第１分団）▽大石剛

（第２分団）▽前田佳則（同）▽堀英樹（同）▽池下孝弘
（同）▽丹羽大空（同）▽鈴木美智雄（第３分団）▽芹
澤圭祐（同）▽大村尚澄（第４分団）▽山本真也（第５
分団）▽大畑斗馬武（同）▽柳澤正樹（同）▽澤口剛留

（同）▽丸山修平（第７分団）▽梶山拓郎（同）▽水口皓
文（同）▽山田智大（第８分団）▽森下靖己（同）

新入団員を代表して辞令交付を受けた梶山拓郎団員（第７分団）

「良心に従って忠実に消防の業務を遂行することを誓います」
と力強く宣誓した丹羽大空団員（第２分団）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 10



３/11 さらなる茶業の発展に向けて
町茶業振興協議会（会長：鈴木町長）主催の第12回町茶業者大会が開催される

川根茶の香りを科学的な観点から説明した水上氏の報告

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

３/23「自宅で働く」という選択肢

参加者からは「意外と簡単にできた」と驚きの声が聞かれました

町企画課主催「在宅ワーク」講習会が３日間にわたって開催される

　第12回町茶業者大会が山村開発センターで
開かれ、約90人の茶業関係者が出席しました。
　今年の全国茶品評会出品予定者の紹介や各品
評会受賞者の表彰を行ったほか、農研機構果樹
茶業研究部門の水上裕造氏による「川根茶の香
り」に関する研究の報告や、「川根本町美しい茶
園でつながるプロジェクト実行委員会」による
取り組みの紹介が行われました。最後に、消費者
の期待に応える川根茶づくりへの決意表明が行
われ、参加者はこれからの茶業発展に向けて決
意を新たにしました。

　自宅にいながらパソコンやスマートフォンを
使って仕事を請け負う「在宅ワーク」について
学ぶ講習会が、山村開発センターにて開催され、
３日間で 28 人が参加しました。
　第２回目の講習では、子育て中の母親をはじ
め「在宅ワーク」に興味のある参加者が、スマー
トフォンを使って文字を入力したりアンケート
に回答したりする仕事を体験しました。
　町企画課では、さまざまな働き方について学
ぶことができる講習会を、今後も順次開催して
いく予定です。

　大井川鐵道千頭駅周辺にて「ＳＬフェスタ」が開催され、多くの鉄
道ファンや家族連れが来場しました。
　３両のＳＬが駅のホームに並んだ「ＳＬ大集合」では、その姿をカ
メラに収めようとする鉄道ファンで大いににぎわいました。３両が
一斉に汽笛を鳴らすと、迫力満点に早春の山あいに響き渡りました。
　ほかにも、大道芸人のパフォーマンスや軽トラ市などが行われ、訪
れた観光客を楽しませました。

大迫力の三重奏に人だかり
「ＳＬフェスタ」多くの鉄道ファンでにぎわう（３月11日・12日）
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健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16火 いやしの里診療所  総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
ふれあいママ教室 生活改善センター 10:00～11:30

17水 いやしの里診療所　一般・循環器外来 16:00～18:00 B

18木 いやしの里診療所　一般外来 10:30～12:00／14:00～17:00
あそびの教室 山村開発センター 10:00～11:30

19金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約） 14:00～17:00 C

20土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

21日
金谷眼科
島田市金谷扇町 3639
0547-45-0010

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

22月 いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00
健康づくり相談 生活改善センター 9:30～11:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

23火 いやしの里診療所  総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00

24水 いやしの里診療所　一般・循環器外来 16:00～18:00 E

25木 いやしの里診療所　一般外来 10:30～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約） 14:00～17:00

26金
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約） 14:30～17:00
2歳・2歳6ヵ月児歯科検診　山村開発センター （12:50～13:15）

F

27土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

28日
本川根診療所
川根本町千頭 1147-1
0547-59-3811

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

29月 いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

30火 いやしの里診療所  総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00

31水 いやしの里診療所　一般・循環器外来 16:00～18:00 A

や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：00 13：50 14：10 14：30

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：20 14：00 14：20 14：40
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷 NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：45 14：15 14：40 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：40 11：20 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：20 11：00 11：40 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：25 10：55 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：15 10：45 11：15 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
G コース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。

「いやしの里診療所」５月の診療カレンダー
診療時間 水曜日　　  午後４時～午後６時
　　　　 木・金曜日 午前９時～午後５時
　　　　 土曜日　　 午前９時～正午
※診療日は水～土曜日です。詳しくは本表「くらし

のカレンダー」でご確認ください。 ☎（59）2102

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（むし歯Ｑ＆Ａ）
Ｑ．おとなの歯がむし歯だったらど
うしますか？

Ａ．むし歯は、自然治癒しない病気です。放置
しておくと、どんどん進行します。また、初期
のむし歯は症状がありませんので、定期健診と
早期治療が大切になります。

 健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12



▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 月 いやしの里診療所　臨時休診 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

2 火 いやしの里診療所　臨時休診
上長尾田澤内科医院
川根本町上長尾 915-5
0547-56-1800

3 水 いやしの里診療所　休診 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 憲法記念日

4 木 いやしの里診療所　休診
本川根診療所
川根本町千頭 1147-1
0547-59-3811

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 みどりの日

5 金 いやしの里診療所　休診
坂井医院
島田市金谷都町 10-1
0547-45-2069

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 こどもの日

6 土 いやしの里診療所　臨時休診 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

7 日
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東１丁目 931
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

8 月 いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

9 火 いやしの里診療所  総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00

10水 いやしの里診療所　一般・循環器外来 16:00～18:00
定例乳幼児相談 山村開発センター 9:30～11:00 F

11木
いやしの里診療所　一般外来 10:30～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約） 14:00～17:00
あそびの教室 文化会館 10:00～11:30

12金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00 G

13土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

14日
高木医院
島田市川根町身成 3288-1
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

15月 いやしの里診療所　一般外来 16:00～18:00
健康づくり相談 千頭東区会館 9:30～11:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 A

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

月
20175くらしの

カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】 ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課  税務室 ☎ 56-2223

戸籍住民室 ☎ 56-2222
くらし環境課 ☎ 56-2236
健康福祉課 ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室 ☎ 56-2234 

地域包括ケア推進室 ☎ 56-2225
建設課 ☎ 56-2227
会計課 ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課 ☎ 56-2220
企画課 ☎ 56-2221
情報政策課 ☎ 56-2232
農林課 ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局 ☎ 56-2229

【代表電話番号】 ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課 ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室 ☎ 58-7070
支所管理室 ☎ 58-7073

教育総務課 ☎ 58-2555
社会教育課 ☎ 58-7080

　文化会館 ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

  志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）   
 ５月の診療時間 

 診療時間　 月曜～木曜日
 　　午後７時30分～10時
　　　　　 金曜～日曜日
 　　午後７時30分～翌日午前７時
 ※ただし5月5日（金）、12日（金）、19日（金）、26日 
（金）の午後10時から翌日午前７時は小児科
のみの診療です。

 ☎054（644）0099

社会福祉協議会「よろず相談」
5月10日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】総務課　☎（56）2220

行　政　相　談
5月17日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

社会福祉協議会「よろず行政相談」
5月17日（水）　9：00～11：30　生活改善センター

【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

法　律　相　談
5月24日（水）　10：00～15：00　福祉センター

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
5月17日（水）　中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281
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本 庁 １ 階

本 庁 ２ 階本庁
３階

入
口

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

く
ら
し
環
境
課
長

梶
山　
正
幸

　

 

室
長

長
島　
　
誠
　

 鈴
木　
章
生
　

 太
田　
英
亮
　

 大
村　
尚
澄

　

 

室
長

太
田　
　
光
　

 山
岸　
厚
史
　

 増
田　
高
宏
　

 中
村　
靖
久

室
長

柴　
　
亨

中
野　
　
綾

　

 西
村　
知
恵
　

 前
田　
大
貴

　

 大
嶋　
雄
一
郎　

 

室
長

竹
野　
克
彦

　

 河
野　
彰
吾
　

 山
下　
貴
弘

　

 髙
村　
理
恵
　

 福
住　
昌
孝

税務住民課
戸籍住民室 ☎（56）2222
税　務　室 ☎（56）2223

会計課
出納室

☎（56）2228

建
設
課
長

大
村　
浩
美

健
康
福
祉
課
長

北
原　
徳
博

室
長

風
間　
一
章

酒
井　
　
泰

鈴
木　
裕
弥

中
村　
康
彦

中
村　
克
哉

栗
原　
秀
幸

　

 

室
長

相
村　
　
禎
　

 風
間　
昭
子
　

 

介
護
認
定

調
査
員　

 

介
護
認
定

調
査
員

　

 松
本　
尚
子
　

 澤
柳　
　
桂
　

 

介
護
認
定

調
査
員　

 

臨
時
職
員

　

 

室
長

鈴
木　
洋
子
　

 森
下　
忠
明
　

 西
井
戸　
祐
美　

 

障
が
い
者
相
談
員

　

 

室
長

小
長
谷　
常
夫　

 薗
田　
紳
一
路　

 佐
々
木　
直
人　

 髙
塚　
博
子

高齢者福祉課
☎（56）2234

地域包括ケア
推進室
☎（56）2225

参
事

兼
総
務
課
長

野
崎　
郁
徳

企
画
課
長

大
村
妃
佐
良

情
報
政
策
課
長

山
田　
貴
之

　

 中
村　
益
幸
　

 中
村　
昂
亮

　

 

室
長

神
谷　
毅

　

 

　

 

室
長

髙
橋　
寛
明
　

 中
村　
和
良
　

 小
澤　
美
緒
　

 榛
葉　
大
樹

　

 

室
長

澤
口　
誠
一
郎　

 大
村　
一
成
　

 瀧　
　
智
之
　

 櫻
井　
裕
里

室
長

北
村　
浩
二

山
本　
雅
俊
　

 

政
策
専
門
官

山
本　
銀
男

笹
木　
一
則

地
域
お
こ
し

協
力
隊

室
長

堤　
　
孝
行

望
月　
美
玖

梶
山　
雄
紀

林　
　
三
貴

町
長

鈴
木
　
敏
夫

副
町
長

森
　
紀
代
志

議会事務局
☎（56）2229

総務課
☎（56）2220

行政庶務室… 行
財務管理室…
自治防災室…

財
自

情報政策課
情報政策室

☎（56）2232

自

自

財

財

行

行

行

行

室
長

和
田　
昭
宏

長寿介護室… 長

包…
戸籍住民室… 戸 税務室… 税

生

生

生

生

環

環

戸

戸

税税税

税 税 税

健健

健 健

こ地

地 こ

こ地

地

企画課
まちづくり推進室
☎（56）2221

財

議
会
事
務
局
長

藪
下　
和
英

　

 

室
長

髙
畑　
良
成
　

 横
畑　
和
哉
　

 白
瀧　
雄
一

　

 

室
長

池
本　
智
安
　

 根
本　
訓
徳
　

 山
田　
未
来

農

農

林

林

農

農林課
☎（56）2226

農業振興室… 農
林業振興室… 林

建設課
建設事業室

☎（56）2227

高
齢
者
福
祉
課
長

海
老
名
重
徳

　
室
長

大
城　
正
幸
　

大
石　
野
々
花　

 

室
長

池
本　
祐
子
　

 宮
木　
清
美

　
 中

村　
千
鶴
華 　澤
本　
邦
彦
　

 澤
谷　
綾
子
　

 馬
場　
衣
海
　

 

社
会
福
祉
士

長

長

包

包

健康福祉課 ☎（56）2224
健康づくり室… 健
こども支援室… こ
地域福祉室… 地

くらし環境課
☎（56）2236
環境政策室… 環
生活環境室… 生

環

長

長

包

包地

包

自

農

行

生 地

長 長

長

　

 櫻
井　
久
美
　

 

臨
時
職
員

 　伊
藤　
恵
美
　

 

室
長

山
本　
庸
輔

戸

戸

戸

戸

税
務
住
民
課
長

坂
下　
誠

会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

中
野　
裕
文

農
林
課
長

後
藤　
泰
久

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14



平成29年度役場職員配置をお知らせします

●文化会館　☎（59）3106
　室長：服部了士、八木洋一郎
●本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎（59）3332
　室長：中村裕好、小笠原聡、丹羽大空
●奥大井音戯の郷　☎（58）2021
　館長：長嶋一幸、中村隼人
●学校給食共同調理場　☎（58）7575
　所長：宮﨑義兼、髙村武弘
●農林業センター　☎（56）0506
　場長：小平勝彦、浜谷卓弥
●フォーレなかかわね茶茗舘　☎（56）2100
　館長：藤森 敦
●本川根中学校　☎（59）2057　髙嶋　章
●中川根中学校　☎（56）0013　鈴木将実
●本川根小学校　☎（59）2026　太田容子
●中川根第一小学校　☎（57）2123　太田みさ子
●中央小学校　☎（56）0023　森下峯子
●中川根南部小学校　☎（56）0044　中野恵津子

●三ツ星保育園　☎（56）0043
　園長：駒井宗子、小澤いつ子、和田智保、松井佐織、
　大石利絵子、鈴木好美、太田麻美、小田綾音
●桜保育園　☎（59）2201
　園長：中村妙子、中田泰子、北村佳奈子、青島佳代子、
　西村奈緒美、生田由美子
●子育て支援施設　☎（57）2231　遠藤美也子
●いやしの里診療所　☎（59）2102　看護師：鳥澤由香
●静岡県人事交流派遣　芹澤健司

　平成 29 年度の役場職員の異動・配置が発表となりましたのでお知らせします。来庁時やお問い合わせの
際にご活用ください。なお、氏名表記は正規職員のみとし、役職については室長以上に付しています。（平成
29 年４月１日現在。育児休業・休職中の職員等を除きます。）　　【問】総務課・行政庶務室　☎（56）2220
▶役場本庁 〒428-0313 榛原郡川根本町上長尾627　 本庁代表 ☎（56）1111　FAX（56）1117またはFAX（56）2235
▶総合支所 〒428-0411 榛原郡川根本町千頭1183-1   支所代表 ☎（59）3111　FAX（59）3116またはFAX（59）4025 

【新採・県人事交流職員の紹介】

総 合 支 所 １ 階

入
口

カ　
　
ウ　
　
ン　
　
タ　
　
ー

カ　　ウ　　ン　　タ　　ー

教
育
長
室（
２
階
）

観光商工課
☎（58）7077

社会教育課
社会教育室

☎（58）7080

支
所
長
兼
参
事

兼
観
光
商
工
課
長

安
竹　
賢
治

山
村　
の
ど
か
小
村　
倫
代

政
策
専
門
官

前
田　
修
児

教
育
長

大
橋
　
慶
士

観光振興室… 観
商工交流室… 商

▲
村
松
由
貴

　
（
県
交
流
職
員
）

▲
梶
山
拓
郎

▲
松
村
美
里

▲
前
田
大
貴

▲
薗
田
紳
一
路

▲
望
月
美
玖

支所管理局
窓口業務室

☎（58）7070

教育総務課
教育総務室

☎（58）2555

支所管理局
支所管理室

☎（58）7073

室
長

岩
田　
尚
也

松
村　
美
里

小
林　
健
実

鈴
木　
雅
裕

長
嶋　
洋
介

教
育
総
務
課
長

森
下　
育
昭

室
長

坂
本　
喜
弘

髙
村　
康
弘

梶
山　
拓
郎

管
理
主
事

宮
島　
明
利

指
導
主
事

臨
時
職
員

社
会
教
育
課
長

平
松　
敏
浩

室
長

向
島　
裕
人

鈴
木　
裕
麻

社
会
教
育
指
導
員

中
村　
慎

大
森　
義
久

教
育
相
談
員

　

 

　

 

室
長

大
村　
泰
子

　

 

室
長

鈴
木　
浩
之

村
松　
由
貴

中
野　
吉
洋

久
保　
圭
弘

土
屋　
正
成

支
所
管
理
局
長

大
村　
敏
秋

室
長

森
下　
和
典

榊
原　
　
和

澤
井　
直
子

川
畑　
昭
尚

望
月　
克
規

観

観

観

商

商

商
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地
域
主
権
改
革
、
地
方
創
生

が
進
め
ら
れ
る
中
、
住
民
に
最

も
身
近
な
行
政
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
に
は
、
地
域
に
お
け

る
自
主
的
か
つ
総
合
的
な
役
割

を
担
う
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
川
根
本
町
第

２
次
総
合
計
画
」
の
初
年
度
と

な
る
平
成
29
年
度
は
、
人
口
減

少
対
策
や
地
域
の
活
力
を
創
生

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
川
根
本
町
が
「
元
気

で
輝
く
ま
ち
」
で
あ
る
た
め
に

は
、
地
域
の
資
源
や
人
材
を
有

効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど

と
の
協
働
に
よ
り
、
お
互
い
に

共
感
で
き
る
施
策
を
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
住
民
の
生

活
環
境
の
向
上
に
加
え
、
高
度

情
報
基
盤
の
利
活
用
に
よ
る
町

内
小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
事
業
、
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
の
施
策
、
多
彩
な
地
域

資
源
を
生
か
し
、
人
と
自
然
の

共
生
を
目
指
し
た
地
域
間
交
流

の
促
進
に
重
点
を
置
き
、
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

　

主
な
柱
と
し
て
、
自
然
災
害

等
に
備
え
る
防
災
対
策
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
、
町
民
が
健
康
で
明
る
く
過

ご
す
た
め
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
及
び
教
育
の
充
実
を
図
る

「
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
、
農
林
業
の

振
興
、
農
林
業
と
観
光
業
、
商

工
業
の
連
携
に
よ
り
６
次
産
業

課
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
歴
史

的
資
産
や
豊
富
な
自
然
資
源
を

生
か
し
た
施
策
の
展
開
に
よ
る

「
農
林
業
が
元
気
で
、
豊
か
な

経
験
・
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
の
普

及
啓
発
、
大
井
川
鐵
道
と
の
連

携
に
よ
る
誘
客
対
策
、
「
人
づ

く
り
・
魅
力
づ
く
り
・
活
力
づ

く
り
」
に
つ
な
が
る
活
動
へ
の

支
援
等
に
よ
る
「
交
流
と
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
ま
す
。

平成29年度川根本町の予算総額 92億330万円

予算

◆
概
　
略

　

川
根
本
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
川
根
本
町
の
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は

92
億
３
３
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

３
億
４
７
０
万
円
、
率
に
し
て
３.

42
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ

て
い
る
町
政
。
平
成
29
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の

収
入
が
予
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用

さ
れ
る
の
か
、
そ
の
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
総
論

　

平
成
29
年
度
川
根
本
町
一
般
会
計
予
算
は
、

65
億
４
千
万
円
で
す
。前
年
度
と
比
較
し
て

３
億
２
千
３
０
０
万
円
、率
に
し
て
５.

20
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
（
歳
入
）

　

歳
入
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
（
町

が
独
自
に
持
つ
財
源
）
が
39.

02
％
、
依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）
が
60.

98
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
12
億
７
千
５
１

８
万
8
千
円【
△
２
千
１
６
８
万
1
千
円
】で

歳
入
総
額
の
19.

50
％
、
財
源
不
足
を
補
う
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
た
繰
入
金（
基
金
の
取
崩

し
な
ど
）は
９
億
８
千
５
９
９
万
３
千
円【
＋

１
億
２
千
９
６
３
万
８
千
円
】で
15.

07
％
、
依

存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
23
億
２
千
６
０
0
万

円【
△
１
千
２
０
０
万
円
】で
35.

57
％
、
国
・

県
支
出
金
は
６
億
７
千
２
６
５
万
円【
△

２
千
７
７
６
万
３
千
円
】で
10.

28
％
、
町
債
は

７
億
３
千
４
７
０
万
円【
＋
２
億
２
千
４
７
０
万

円
】で
11.

23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出
（
目
的
別
）

　

歳
出
の
状
況
を
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
町
有

財
産
管
理
や
庁
舎
管
理
、
自
治
振
興
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
、
情
報
政
策
、
町
営
バ
ス

の
運
行
、
環
境
対
策
の
推
進
に
関
す
る
総
務
費

は
16.

15
％
、
子
育
て
等
の
支
援
、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
に
関
す
る
民
生
費
は

21.

76
％
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
環
境
衛
生

の
向
上
、
飲
料
水
供
給
施
設
・
水
道
施
設
整
備

な
ど
の
生
活
環
境
基
盤
整
備
を
図
る
衛
生
費
は

10.

98
％
、
農
林
業
の
振
興
、
農
産
物
・
林
産
物

の
搬
出
に
寄
与
す
る
農
林
道
の
整
備
な
ど
に
関

す
る
農
林
水
産
業
費
は
８.

26
％
、
商
工
業
の
振

興
、
観
光
施
設
の
維
持
・
整
備
な
ど
に
関
す
る

商
工
費
は
５.

11
％
、
町
道
や
河
川
の
維
持
整
備

な
ど
に
関
す
る
土
木
費
は
７.

19
％
、
小
災
害
対

策
事
業
や
消
防
救
急
施
設
整
備
な
ど
に
関
す
る

消
防
費
は
５.

58
％
、
平
成
26
年
度
に
制
定
し

た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
や
高
度
情
報
基
盤
を

活
用
し
た
町
内
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事

業
、
小
中
学
校
の
管
理
運
営
、
町
民
の
社
会
教

育
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
教
育
費
は
12.

36
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
起
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公
債
費

は
10.

81
％
と
、
依
然
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

◆
歳
出
（
性
質
別
）

　

性
質
別
で
は
、
南
部
子
育
て
支
援
施
設
改
修

事
業
や
本
川
根
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備

事
業
、
地
域
要
望
に
沿
っ
た
町
道
・
林
道
の
改

良
や
生
活
環
境
整
備
事
業
、
町
内
医
療
機
関
に

配
備
す
る
医
療
機
器
整
備
事
業
、
観
光
施
設
整

備
事
業
、
準
用
河
川
島
沢
川
排
水
ポ
ン
プ
施
設

改
修
事
業
な
ど
に
よ
る
投
資
的
経
費
が
20.

02
％

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
25.

92
％
の
増
額
と

わたしたちの
平成29年度

総
務
課・財
務
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
０

川
根
本
町
長
　
鈴
木
敏
夫

◆
平
成
29
年
度

当
初
予
算
方
針

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16



その他（3.9%）
2億5,442万円町民一人当たりの�

（単位：円）� 税　額
町 民 税 36,378

固 定 資 産 税 131,702

軽 自 動 車 税 3,583

町 た ば こ 税 3,899

入 湯 税 691

合 計 176,253

町民一人当たりの�

（単位：円）� 予算額
議 会 費 10,781

総 務 費 145,987

民 生 費 196,683

衛 生 費 99,287

労 働 費 265

農林水産業費 74,626

商 工 費 46,204

土 木 費 65,004

消 防 費 50,439

教 育 費 111,772

災 害 復 旧 費 3,096

公 債 費 97,722

予 備 費 2,073

総 額 903,939

普通建設事業費〔単独〕
（16.34%）10億6,859万円

災害復旧事業費（0.34%）
2,240万円

普通建設事業費〔補助〕
（3.34%）2億1,835万円

投資的経費（20.02%）
13億934万円その他（0.25%）

1,621万円

積立金（0.29%）
1,902万円

繰出金（8.22%）
5億3,756万円

その他（8.76%）
5億7,279万円

維持補修費（0.68%）
4,441万円

補助費等（13.62%）
8億9,075万円

経常的経費（71.22％）
46億5,787万円

物件費（22.37％）
14億6,311万円

公債費（10.81%）
7億702万円

扶助費（6.4%）
4億1,859万円

人件費（17.34％）
11億3,399万円

県支出金（6.35%）
4億1,548万円

町債（11.23％）
7億3,470万円

国庫支出金（3.93%）
2億5,717万円

地方交付税（35.57％）
23億2,600万円

依存財源（60.98％）
39億8,777万円

※一般会計歳入歳出予算額を平成29年3月1日
　現在の人口7,235人で割った金額です。

自主財源（39.02%）
25億5,223万円

歳入合計
65億4,000万円

歳出合計
65億4,000万円

その他（1.27%）
8,283万円

分担金及び負担金
（0.48%）3,158万円

使用料及び手数料
（1.17%）7,664万円

繰越金（1.53%）
1億円

繰入金（15.08%）
9億8,599万円

町税（19.5％）
12億7,519万円

歳入グラフ

歳出グラフ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
経
費
は
、
職
員
の
退
職
な
ど
に
よ
り

人
件
費
が
０.

37
％
の
減
額
、
重
度
障
が
い
者

（
児
）
医
療
費
扶
助
費
、
障
が
い
者
自
立
支
援

給
付
費
は
増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
徳
山

聖
母
保
育
園
施
設
型
給
付
費
、
さ
ゆ
り
幼
稚
園

施
設
給
付
型
給
付
費
、
児
童
手
当
に
係
る
経

費
、
老
人
保
護
措
置
費
な
ど
の
減
額
に
よ
り
扶

助
費
が
１.

63
％
の
減
額
、
平
成
27
年
度
に
完
成

し
た
高
度
情
報
基
盤
整
備
に
係
る
合
併
特
例
債

等
の
償
還
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
公
債
費

が
２.

73
％
の
増
額
と
な
り
、
義
務
経
費
の
合
計

で
７
６
５
万
２
千
円
、
率
に
し
て
０.

34
％
の
増

額
、
構
成
比
は
34.

55
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
臨
時
職
員
の
賃
金
、
旅
費
、
燃

料
費
や
光
熱
水
費
、
修
繕
料
な
ど
の
需
用
費
が

減
額
し
て
い
る
も
の
の
、
広
告
料
や
通
信
運
搬

費
な
ど
の
役
務
費
、
備
品
購
入
費
、
町
立
小

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
業
務
委
託
料
や
中
学

生
及
び
高
校
生
海
外
研
修
事
業
委
託
料
な
ど
の

委
託
料
が
増
額
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

８
千
２
５
７
万
１
千
円
、
率
に
し
て
５.

98
％
の

増
額
、
構
成
比
は
22.

37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

維
持
修
繕
費
は
、
修
繕
料
な
ど
の
減
額
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
３
２
万
８
千

円
、
率
に
し
て
４.

98
％
の
減
額
、
構
成
比
は

０.

68
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
常
備
消
防
事
務
委
託
料
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
支
援
補
助
金
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
者
贈
答
品
購
入
費
な
ど
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
静
岡
市
消
防
局
島
田

消
防
署
川
根
北
出
張
所
配
備
の
指
揮
連
絡
車
購

入
に
係
る
常
備
消
防
負
担
金
、
川
根
広
域
施
設

組
合
負
担
金
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
年
金
生
活

者
等
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の
減
額
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
１
千
９
５
７
万
円
、
率
に

し
て
２.

15
％
の
減
額
、
構
成
比
は
13.

62
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
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議会費 7,800万円
川根本町議会経費 7,800万円
総務費 10億5,621万円
行財政改革推進のため 164万円
町有財産の維持管理のため 2,504万円
庁舎（本庁と総合支所）の維持管理経費 4,957万円
交通安全対策事業 454万円
コミュニティ施設整備事業（集会所改修等） 340万円
山村開発センター管理経費 964万円
癒しの里づくり事業費補助金 400万円
地方創生関連事業（サテライトオフィス誘致、テレワーク推進、地域ブランド力強化事業等） 2億6,879万円
ふるさと納税関連経費 6,078万円
地域情報化推進事業 6,366万円
ICT教育推進事業（町内小中学校の校内無線LAN整備） 4,689万円
環境対策推進のため ( クリーンエネルギー活用等） 2,182万円
町営路線バス等の運行経費 3,904万円
民生費 14億2,301万円
社会福祉協議会事業費補助金 3,280万円
訪問看護ステーション交通費扶助事業 287万円
障がい者自立支援給付費 1億8,393万円
重度障がい者（児）医療費扶助 1,983万円
在宅高齢者配食サービス事業 1,346万円
外出支援サービス事業 2,762万円
生きがい対応型デイサービスセンター運営・管理委託経費 3,492万円
町内保育園の運営等のため 2億3,403万円
子育て支援対策費（放課後児童クラブ・支援センター） 3,374万円
南部子育て支援施設施設改修事業 3,975万円
本川根児童クラブ施設整備事業 2,558万円
児童手当の支給 6,519万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 8,269万円
後期高齢者医療事業特別会計繰出金・後期高齢者医療広域連合負担金 1億5,141万円
介護保険事業特別会計繰出金 1億9,622万円
介護保険サービス提供体制整備促進事業費補助金 3,759万円
衛生費 7億1,835万円
妊婦健康診査事業 366万円
こども医療費助成事業（対象年齢を高校３年生相当まで拡充中） 1,952万円
特定不妊治療費助成 96万円
一般不妊治療費助成 150万円
インフルエンザワクチン接種費用助成 1,628万円
定期予防接種事業（日本脳炎・ＭＲ・ポリオ等の定期予防接種） 1,047万円
がん検診事業 1,042万円
地域医療推進事業 354万円
町内診療所等医療機器整備事業 4,172万円
合併処理浄化槽設置費補助金 948万円
地域猫の去勢、不妊手術事業費補助金 175万円
墓地整備事業費補助金 95万円
中川根ごみ処理場・本川根美化センター解体事業 1億36万円
飲料水供給施設運営事業 1,390万円
ごみ処理経費 1億1,891万円
し尿処理のため（川根広域施設組合負担金） 1億17万円
簡易水道事業特別会計繰出金 7,350万円
いやしの里診療所事業特別会計繰出金 1,684万円
労働費 191万円
農林水産業費 5億3,992万円
特産物振興事業費補助（自力作業道開設、農産物栽培促進事業、特定事業等） 913万円
耕作放棄地再生利用対策事業 800万円
青年就農給付金 300万円
茶業振興対策事業 2,699万円
農業農村整備事業（多面的機能支払交付金事業（2 地区）補助金　他） 302万円
農林業センター運営事業費 3,801万円
茶茗舘管理運営費 3,588万円

農道整備などの農地費 1,686万円
地籍調査事業 1,995万円
自然休養村運営費 37万円
林業関係事業費補助（間伐・作業道・防護柵　他） 3,099万円
有害鳥獣・野生鳥獣等被害防止対策事業 1,731万円
桑野山貯木場トイレ整備事業 2,193万円
桑野山貯木場及び周辺整備計画策定業務 300万円
林道整備事業費 1億8,355万円
治山事業費 2,405万円
商工費 3億3,429万円
地域商工活性化事業費補助金 1,470万円
住宅リフォーム推進事業費補助金 1,500万円
起業及び継続チャレンジ補助金 510万円
売れるものづくり支援事業費補助金 100万円
ユネスコエコパーク推進事業 551万円
エコツーリズム推進事業 565万円
観光振興のため 1億3,295万円
川根本町まるごと遊湯得（ゆうゆう）事業 850万円
ウッドハウスおろくぼ運営費（指定管理） 1,822万円
温泉事業特別会計繰出金 1,164万円
もりのくに運営費（指定管理） 1,774万円
音戯の郷運営費 7,925万円
土木費 4億7,030万円
道路及び建築関連事業費（定住促進住宅建設支援事業、TOUKAI-0 総合支援事業） 5,926万円
町道維持修繕経費 7,695万円
町道新設改良事業費 1億4,004万円
橋りょう維持費（橋の修繕工事　他） 4,440万円
河川維持経費 1,891万円
河川改良費 9,720万円
急傾斜崩壊対策事業　等 770万円
町営住宅等管理運営経費 1,596万円
消防費 3億6,492万円
常備消防費として 1億9,227万円
非常備消防活動のため 7,067万円
消防施設整備（消防団詰所建設　他） 5,674万円
災害対策費（避難所対策事業　他） 4,524万円
教育費 8億867万円
川根本町教育ビジョン推進 264万円
中高生海外研修事業 1,158万円
外国語指導講師招へい事業 556万円
町立小中学校ＩＣＴ教育推進事業 6,082万円
教職員住宅施設整備事業 1,224万円
南麓寮増築棟施設賃貸借事業 1,011万円
通学バス運営経費 3,395万円
若者交流センター運営事業 5,220万円
小学校の管理・教育振興のため 1億2,309万円
中学校の管理・教育振興のため 7,475万円
社会教育事業のため 5,847万円
（仮称）伝統文化伝承館整備事業 3,516万円
生涯学習推進のため 932万円
資料館運営のため 1,139万円
文化会館運営のため 7,284万円
社会体育施設の維持管理経費 2,793万円
海洋センター運営のため 3,864万円
学校給食共同調理場の管理運営経費 7,142万円
災害復旧費 2,240万円
公債費 7億702万円
町債の元利償還金
予備費 1500万円

合計 65億4,000万円

主な事業の予算内訳

ここにも、一つの物語。
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【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
総
額
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
１
千
９
０
０
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
５
８
０
万
円
の
増
額
で
す
。
保
険

給
付
費
に
つ
い
て
は
、
過
去
３
年
間
の
１
人
あ
た

り
の
療
養
給
付
費
の
平
均
伸
び
率
に
基
づ
き
算
定

し
て
い
ま
す
。
退
職
者
に
係
る
医
療
費
は
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
管
理
費
や
退
職
者
以
外

の
保
険
給
付
費
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
の
共
同
拠
出
金
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
、
高
額
医
療
費

共
同
事
業
拠
出
金
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
等

を
含
め
、
保
健
事
業
の
充
実
に
よ
り
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
の
総
額
は
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
４
８
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
６
０
万
円
の
増
額
で
す
。
静

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
運
営
主
体
と

し
、
各
市
町
は
窓
口
業
務
の
ほ
か
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
か
ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
業
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
適
正
な
医

療
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
総
額
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
12
億
６
千
７
３
０
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
１
千
２
４
０
万
円
の
増
額
で
す
。
平
成

27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
最
終
年
度
と
な
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
定
施
設

入
所
者
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
居
宅
介
護
住
宅

改
修
費
は
増
額
と
な
り
ま
す
が
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
費
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
は
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
千
７
９
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
千
４
８
０
万
円
の
減
額
で

す
。
平
成
29
年
度
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
委
託
料
、
本
川
根
南
部
簡
易
水
道　
新
小
長
井

配
水
池
詳
細
設
計
業
務
委
託
料
を
計
上
し
て
お

り
、
引
き
続
き
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
な
管
理
運

営
、
安
定
給
水
に
努
め
ま
す
。

【
温
泉
事
業
特
別
会
計
】

　
温
泉
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５
６
０
万
円
で
、
千
頭
温
泉

揚
湯
管
等
改
修
工
事
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
１
千
５
９
０
万
円
の
減
額
で
す
。

町
内
温
泉
施
設
の
維
持
管
理
経
費
を
計
上
し
、
各

施
設
へ
の
温
泉
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

【
い
や
し
の
里
診
療
所
事
業
特
別
会
計
】

　
い
や
し
の
里
診
療
所
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
８
７
０
万
円

で
、
臨
時
看
護
師
賃
金
の
計
上
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
１
６
０
万
円
の
増
額
で
す
。
ま

た
、
町
営
診
療
所
「
い
や
し
の
里
診
療
所
」
の
運

営
経
費
を
計
上
し
、
利
用
者
が
求
め
る
充
実
し
た

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

平
成
29
年
度

会　　計�＼�区　　分 平成29年度 平成28年度 伸率（％）

一般会計 6,540,000 6,217,000 5.20

国民健康保険事業特別会計 1,019,000 1,013,200 0.57

後期高齢者医療事業特別会計 124,800 122,200 2.13

介護保険事業特別会計 1,267,300 1,254,900 0.99

簡易水道事業特別会計 187,900 212,700 △11.66

温泉事業特別会計 15,600 31,500 △50.48

いやしの里診療所事業特別会計 48,700 47,100 3.40

計 9,203,300 8,898,600 3.42

平成29年度各会計当初予算総括表 （単位：千円）

特
別
会
計
の
特
徴
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara役場の窓辺から yakuba no madobe kara

企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　
☎（
56
）２
２
２
１

第２次川根本町総合計画（平成29～38年度）を策定しました
【内容】
　川根本町では、第１次総合計画が平成28年度末をもって計画期間の満了
を迎えたため、これまでの進捗状況や新たな課題等を把握・整理し、また、社
会情勢の変化など、当町を取り巻く状況を反映し、総合的・戦略的な視点に立
った第２次川根本町総合計画を策定しました。

〈計画の構成〉
●基本構想
　総合計画の根本となる「基本理念」を示し、この理念に基づいた「目指すべ
き川根本町のすがた」と、それを実現するための施策の方向性を示します。
●基本計画
　基本構想に示した目標に向けて進める施策を体系的に定め、事業評価の指
標となる数値目標、重点的に取り組むべきプロジェクトについて定めています。
●実施計画
　基本計画に示した施策を進めるため、具体的な事業内容・事業費及び実施
年度を明らかにし、財政計画との整合を図るものです。

【基本構想の概要】
〈町の将来像〉
水と森の番人が創る癒しの里　川根本町 ～豊かな自然、お茶と温泉に彩られた、だれもが安心して暮らせるふるさと～

〈基本理念〉
１　ひとづくり　「地域への誇りと愛着、豊かな才能を持った人があふれるまち」
２　魅力づくり　「誰もが暮らしやすいまち」
３　活力づくり　「豊かな生活を支える活力をつくる」
４　「ひとづくり」 「魅力づくり」 「活力づくり」 の３つの軸の好循環

【基本計画の概要】

【計画構成図】

●強みを活かすプロジェクト
　「川根茶・温泉・自然等の川根本町の強みを活かし
た施策の推進」
　川根茶ブランド化、林業の拠点整備、エコツーリズ
ム、ユネスコエコパーク、美しい村連合、千年の学校、
マイスター、プロモーションの促進　など

●人口減少の克服を目指すプロジェクト
　「出生率向上、人口流出の抑制、人口流入のための
施策の推進
　起業支援・事業拡大、小規模校の良さを活かした教
育、子育ての不安解消、医療・介護の充実化　など

【教育・文化分野】
学校教育、産業人材育成、生涯学習・生涯スポーツ
　教育ビジョンの推進、ＩＣＴ教育の推進、川根高校
の魅力化促進、若者交流センターの活用　など

【自然・環境・伝統】
歴史・文化、自然環境、景観形成、環境保全
　伝統文化の保全・継承、ユネスコエコパークの推進、
美しい景観の保全と活用、日本で最も美しい村連合
の推進　など

【健康・福祉分野】
保健・医療、地域・高齢者・障がい者福祉、子育て支援
　健康管理システムの導入、地域包括ケアシステム
の構築、介護人材等の確保・育成、子育て支援施設の
拡充　など

【住民参加・行政運営】
地域づくり、行財政
　地域活動の推進、住民主体のまちづくり、横の連携を密
にした組織運営　など

【生活環境・基盤整備】
地域基盤、生活環境、生活安全
　利便性が高い公共交通体制の構築、あらゆる分野
でのＩＣＴの活用、移住定住の促進 など

【産業・労働分野】
農林業、商工業、観光業、プロモーション
　川根茶ブランド化、経営基盤強化、販売戦略、担い手育成、
林業拠点整備、6次産業化の促進、プロモーション  など

※概要版を作成し、各戸配布します。

重
点
戦
略

分
野
別
施
策

基 本 構 想

基 本 計 画

実 施 計 画

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 20



◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社
団法人エコティかわねの事務局長としてエコツー
リズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

３月18日、大井川鐵道・井川線
の全線開通記念イベントが

行われました。エコティでも「南ア
ルプスあぷとラインで行く途中
下車の旅デラックス」と題したツ
アーを開催。

記念式典もあり、千頭駅も列車
内も大賑わいでしたが、土本

駅で乗り降りしたのは私たちだけ
でした。乗客たちは「あの人たちこ
こで降りて何するんだろう？」と
不思議そうな顔で見ていました。

地元ガイドだからこそ知って
いるとっておきの場所へ連

れていったり、民家の縁側でお茶
やお菓子をいただいたり。奥大井
湖上駅でお弁当を食べて、レイン

ボーブリッジを渡って接岨峡まで
散策。沿線をこんなに歩き回って
満喫したのは、おそらく私たちだ
けだと思います。

お客様の評価が高かったポイ
ントは「地元の人と交流でき

た」こと。観光ガイドブックには絶
対載ってないし、地元に密着した
エコティのツアーだからできる強
みでもあります。

２月と３月には、町からの委託
事業で大井川鐵道沿線、なか

でも南部地域を使ったモニターツ
アーを２回行いました。１回目は
塩郷駅沿線の久野脇・三津間地区。
２回目は田野口、徳山地区でした。

エコティのスタッフだけでな
く、住民の方々が「地域おも

てなし人」として活躍してくださ
いました。案内に不慣れな方もい
らっしゃいましたが、「お客様に喜
んでいただきたい」という想いは
十分伝わっていたと思います。

既存の観光地ではない場所に
お客様をお連れするには、看

板やトイレなどの設置はもちろ
んですが、住民の皆さんの理解と
協力が不可欠です。エコティはこ
ぢんまりした活動しかできませ
んが、今後も大井川鐵道本線並び
に井川線を活用していきたいと
思っているので、沿線の皆さん、
ご協力よろしくお願いいします。
せっかく全線開通したのだから、
井川とコラボした企画も検討し
たいです。

土本駅で降りて
列車に手を振る参加者。

企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　
☎（
56
）２
２
２
１

健
康
福
祉
課
・
地
域
福
祉
室　
☎（
56
）２
２
２
４

平
成
28
年
度「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い
て
の
公
表

特
別
社
員
の
称
号
と
特
別
社
員
章
を
お
贈
り
し
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字
活
動
資
金
へ

の
ご
協
力
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
も
う
け
、
感

謝
の
意
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
27
日
、
日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
長

よ
り
徳
山
建
設
株
式
会
社
へ
、
特
別
社
員
の
称

号
と
特
別
社
員
章（
門
標
）を
お
贈
り
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
、
赤
十
字
事
業
に
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
件
数
：
２
８
０
件　
◆
寄
附
金
額
：
９
８
３
万
６
千
５
４
４
円

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
川
根
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
１
）
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
事
業

　
　
　
啓
発
看
板
の
設
置
、ガ
イ
ド
育
成
の
た
め
の
情
報
収
集
と
養
成
研
修
の
実
施
な
ど
。

（
２
）
在
宅
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
調
理
が
困
難
で
あ
っ
た
り
栄
養
改
善
が
必
要
な
高
齢
者
等
へ
の
お
弁
当
の
配
達
。

（
３
）
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
「
奥
流
（
お
う
る
）」
施
設
運
営
管
理
事
業

　
　
　
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
「
奥
流
」
の
運
営
管
理
。

（
４
）
観
光
施
設
等
整
備
事
業

町
内
キ
ャ
ン
プ
場W

i-Fi

の
整
備
、
千
頭
駅
前
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
整
備
、

吊
橋
の
整
備
な
ど
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
豊
か
な
自
然
、
お
茶
と
温
泉
に
彩
ら
れ
た
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

生涯学習スポーツのつどい（スティックゴルフ大会）を
実施しました。 3/12（日）

　旧中川根町発祥のスポーツ、スティックゴルフ大会が、
11 チーム、55 名の参加で行われました。地区別の対抗と
なるこの大会ですが、真剣な表情の中にも笑いが飛び交い、
参加者は元気に楽しく競技していました。
　主な結果については、下記のとおりです。
１位：地名Ｂ、２位：瀬平Ｂ、３位：高郷楽寿会

むつみ学級・ 
すこやか大学

　今年度もむつみ学級・すこやか大学を開講します。地区回覧、ホームページ、かわね
フォンなどで募集案内をしますので、気軽にご応募ください。
○むつみ学級（おおむね６０歳以上の女性が対象）
　見たり聞いたり体験したり、楽しく豊かに生きられるような内容です。ぜひご参加く
ださい。
○すこやか大学（おおむね７０歳以上の男女が対象）
　７月の開講を予定しています。
　誰でも参加できる内容ですので、明るく楽しく元気よくいきいきと生活するために、
ぜひ参加してください。詳しくは、下記連絡先までお問い合わせください。

【問】社会教育課　☎（58）7080

夜間照明使用料金、 
使用方法が変更になります

　４月１日より、夜間照明が１時間単位での貸し出しとなり、使用料金が、一律１時間
2,000 円（生涯スポーツ広場のみ１時間 500 円）に変更となりました。
　平成 29 年度中には、すべての施設がタッチパネル式の操作盤に変更となり、利用し
やすくなります。
　その他料金一覧、操作盤操作説明については、受付場所にて配付されるマニュアルな
どをご覧ください。

【問】社会教育課　☎（58）7080

ふるさと発見団の 
団員を募集しています 

　小学 4・5・6 年生を対象に、「ふるさと発見団」
を実施します。地域の大人と一緒に、自然とふれ
あったり町の歴史を学んだりなど、楽しみながら
ふるさとの良さを再発見する活動です。また、学
校の枠を超えて活動するので、友達の輪を広げる
こともできます。詳細は、学校で配付するチラシ
をご確認ください。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 22



○町民ギャラリー
・写真展「南アルプス赤石岳頂上3000メートルの
  絶景と小屋の生活」【榎田善行さん（千頭地区）】
※赤石岳頂上避難小屋管理人の榎田さんが、小屋生活の傍ら
撮りためた、管理人ならではの作品です。　　　　　　　　 

○文化会館（休館日 ― 毎週月曜日と第３日曜日）
・平成28年度地区生涯学習活動の報告

5 月の展示

20日(土)～21日(日)　海の子・山の子交流教室（山の体験）
中旬　川根本町家庭教育学級運営委員会

5 月の予定

皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

地域の子供たちを育む 
活動に携わってみませんか？

　小学校１年生から６年生までの希望児童を対象にした「地域
ふれあいスクール」を、９月より実施します。町内４つの小学
校にて、毎週水曜日の放課後１時間で、子どもたちがさまざ
まな体験活動をする事業です。その活動に協力していただく
講師とサポーターを募集しています。
　詳細は、配付するチラシや、かわねフォンのお知らせなど
をご確認ください。
　特技を生かして活動を教えたい方、子どもたちとふれあいたい
方は、ぜひご応募ください。

あなたも一緒に 
トレーニングをしませんか？ 

　B&G 海洋センターには、各種多様なトレーニング機器を整備しています。トレーニングルームを使
用するには、講習会を受け、トレーニングルームカードの交付を受ける必要があります（受講料 300 円）。
今年度は 6 月 7 日（水）、8 月 2 日（水）、10 月 4 日（水）、12 月 6 日（水）、2 月 7 日（水）の開催
を予定しています。いずれも午後 7 時 30 分から午後 9 時までとなります。参加申込は各回の前日まで
に、B&G 海洋センターに直接お越しいただくか、電話にてお申し込みください。
　また、5 名以上のグループや団体などで受講をご希望の場合は、上記開催予定日以外でも開催するこ
とができますので、ご相談ください。

【問・申】本川根 B&G 海洋センター　☎（59）3332

文化財担当よりお知らせ 
土木工事等での掘削を行う場合は届け出が必要です。 

　町内には、85 カ所（例：上長尾遺跡、奥泉下開土遺跡など）の遺跡があります。住宅建築工事など
の目的で遺跡のある場所を掘削しようとする場合は、工事着手 60 日前までの届出が義務づけられてい
ます（文化財保護法第 93 条）。計画段階で、必ず社会教育課文化財担当までご連絡をお願いします。
遺跡は国民共有の貴重な財産です。みんなで守り、次の世代に伝えましょう。遺跡の場所やご不明な点
は担当までお問い合わせください。　【問】社会教育課　☎（58）7080

※月末および月初めは、入れ替え作業により展示作品が変わる場合があります。
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　高次脳機能障害は、病気（脳血管
疾患・脳炎・脳症・脳腫瘍等）や事故

（交通事故やスポーツ事故）によ
り、脳が傷つき、記憶力や注意力な
どが低下し、日常生活に支障をき
たす障害です。
　県中部健康福祉センターでは、
医師等による相談を無料で行って
います。悩まずにまずは相談して
ください。
相談会日程：
①5月24日（水）②7月27日（木）③
9月11日（月）④11月22日（水）⑤
平 成30年1月31日（水）⑥ 平 成30
年3月12日（月）
会場：
①③④⑥：藤枝総合庁舎 3 階
②⑤：静岡市城東保健福祉エリア
時間：
いずれも午後１時から午後５時まで
※相談を希望される方は事前の予
約が必要です。

【問・申】
県中部健康福祉センター福祉課

（藤枝市瀬戸新屋362-1）
☎054（644）9281

く ら し の 情 報 ペ ー ジ

毎月１回�地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 29 年５月 21 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘
３．語 り 手　勝川邦子・澤井初美・薗田光枝
　　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）

中川根語り部の会「話楽座」（事務局 /薗田はる☎（56）0374）

川 根 本 町 の 人 口 平成 29 年４月１日現在

世帯数 2,901 世帯（ - ４ ） 出生 １ 人

総人口 7,185 人 （ -50 ） 死亡 14 人

男　性 3,492 人 （ -23 ） 転入 32 人

女　性 3,693 人 （ -27 ） 転出 69 人
※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

今 月 の 納 期
固定資産税 第１期分
軽自動車税 第１期分
水道使用料 ５月分　
納期限は６月 1 日です。口座振替の人は６月
1 日に引き落とされます。残高の確認をお願い
します。 税務住民課 ☎（56）2223

　元中川根町議会議員の森岡康明さん（徳山）に旭日単光章が
授与され、４月６日、役場本庁で鈴木町長から長男の利明さんへ
伝達されました。森岡さんは、昭和44年2月に中川根町議会議員
に初当選され、町議会議員として３期12年にわたり、強い信念と
卓越なる識見で地方自治の伸展に寄与されました。特に、山間
地の抱える統廃合問題に取組み、現在の小学校への再編を行い
ました。また地域の産業振興や生活環境の向上を図るため交通
環境の改善に情熱を注ぐなど地域の発展に多大な貢献を果た
されました。
　この功績が認められ、今回の受章となりました。
　　　　　　　　　　【問】総務課・行政庶務室　☎（56）2220

森岡康明さんに旭日単光章

㊧鈴木町長と㊨森岡利明さん

▶５月号は「南アルプスあ
ぷとライン復旧式典」「ファ
ミリーマラソン」「SL フェス
タ」の様子をお伝えします。

動画配信のお知らせ
　広報紙の一部について、№116号から動画配信をはじ
めました。動画で見ることができる記事は、下記マーク
が目印です。ぜひ、「かわねフォン」または町ホームペー
ジの「川根本町公式チャンネル」でご確認ください。

ここにも、一つの物語。
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■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

自動車（軽自動車は除く）を 
お持ちの皆さまへ
県藤枝財務事務所

　自動車税は５月31日（水）まで
に納めましょう。自動車税は毎年
４月１日現在、運輸支局に登録さ
れている自動車の所有者（ローン
で購入した自動車で売主が所有権
を留保しているものは買主である
使用者）に対して課税されます。
　なお、５月19日までに自動車税
納税通知書が届かない方（軽自動
車は除く）は下記までご連絡くだ
さい。
　５月31日（水）まではコンビニ
でも納付できます！

【問】県藤枝財務事務所・課税課
　　課税第１班
　　☎054（644）9122

軽自動車税の減免申請について
税務住民課

　減免対象となるのは、次のとお
りです。
減免の対象：
①軽自動車の所有者本人（生計を
同じにする方が所有者でも可）で、
障害者手帳を持っており、減免の
対象となる障がいの範囲の全てに
該当する方。
②軽自動車の構造が障害のある人
が利用するために、改造されてい
る車両（福祉車両等）を所有してい
る方または法人。
受付期間：
平成29年5月17日（水）～平成29年
5月24日（水）
申し込み：
①に該当される場合
税務住民課までお問い合わせの

上、印鑑、各種障害者手帳、納税通
知書、自動車運転免許証、個人番号
カード又は通知カードを持参し、
役場本庁または総合支所の窓口へ
申請してください。
②に該当される場合
税務住民課までお問い合わせくだ
さい。

【問】役場・税務住民課
☎（56）2223

電話相談 
「子ども・家庭 110 番」

県中央児童相談所
～お子さんや子育てに関する
� 悩みを一緒に考えます～
　内容についての秘密は固く守
り、匿名での相談も受け付けます。
電話相談を御希望の方は、下記の
電話番号へおかけください。

☎０５４（２７３）４
よ
１
い
５
こ
２
に
＜中部地区＞

相談時間：
平日は午前９時～午後８時、土日
は午前９時～午後５時です。

（祝日、年末年始はお休みです）

勤労者住宅建築資金利子補給金を
ご利用ください
静岡県労働金庫

対象者：静岡県労働金庫で住宅
ローン・無担保住宅ローンを利用
して、川根本町内に自ら居住する
住宅を新築・増改築、または建売住
宅・中古住宅を購入される方
受付期間：平成29年４月１日～平
成30年３月31日
対象融資金額：300万円
年間利子補給金：
対象融資金額×当初借入利率
　　　　　　　　　　（最大２㌫）

利子補給期間：５年間
建物条件：
新築の場合：住宅の床面積が 50
～ 280 平方㍍以下
増築及び改築の場合：改築後の住
宅の床面積が 50～280 平方㍍以下
購入の場合：住宅の敷地面積が
400 平方㍍以下

【問】静岡県労働金庫島田支店
（平日の午前９時から午後５時まで）
☎0547（36）6526
役場観光商工課

（平日の午前８時15分から午後５時まで）
☎0547（58）7077

県立藤枝特別支援学校 
「ふじようまつり」
県立藤枝特別支援学校

日時：６月４日（日）
午前９時30分から午後２時30分
場所：藤枝特別支援学校
内容：
みこしの練り歩き、作業実演、体験
コーナー、近隣作業所即売、音楽・
ダンスなどのステージ発表など
その他：
駐車場に限りがありますので公共
交通機関をご利用ください。

【問】県立藤枝特別支援学校・
　　地域連携課
　　☎054（636）1891

高次脳機能障害をご存じですか
中部健康福祉センター

　忘れっぽくなった、同時に２つ
のことができない、新しいことが
覚えられない、怒りっぽくなった、
我慢ができない、ミスが多くなっ
た・・・。病気や事故のあと、何か変
わっていませんか？？

迅速　丁寧に
お茶の仕上げ加工袋詰めいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
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ここにも、一つの物語。
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ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、 
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

川
根
高
校
外
国
語
指
導
教
師　
ウ
ィ
サ
ニ・
シ
バ
ン
ブ

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
本
当
に
彼
ら
の
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
彼
ら
と
楽
し
く
英
語

を
学
ん
で
い
ま
す
。
環
境
の
変
化

に
、
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
川
根
に
住
む
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
幸
せ
に
思

い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
て
行
動
す
る
「
思
い
や
り
」
の

文
化
が
あ
り
ま
す
ね
。
南
ア
フ
リ

カ
で
も
、「
他
人
に
思
い
や
り
の
心

を
も
つ
」
と
い
う
意
味
の
「
ウ
ブ

ン
ト
ゥ
」
と
い
う
古
い
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
現
在
で
も
ア
フ
リ
カ
の

人
々
に
と
っ
て
大
切
な
言
葉
で
あ

り
、
日
本
で
私
も
そ
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
ま
で
日
本
の
中
の
い

く
つ
か
の
県
に
行
っ
た
り
、
川
根

を
探
索
し
た
り
す
る
中
で
、
学
び

に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
も
っ
と
川
根
を
探

索
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
、
私
の
友
だ
ち
に
川
根
の
写

真
を
送
る
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
美
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
川
根
で
よ
り
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
よ
り
多
く
の
こ

　
私
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ

ス
ブ
ル
グ
と
い
う
大
都
市
に
生
ま

れ
て
育
っ
た
の
で
、
川
根
の
よ
う

な
場
所
に
住
む
の
は
と
て
も
新
鮮

で
す
。
は
じ
め
は
、
川
根
と
い
う

知
ら
な
い
土
地
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
近
く
に
な
か
っ
た
り
、

欲
し
い
も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
ら

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
困
惑
し

て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
、
川
根

で
生
活
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
、
夜

空
を
見
上
げ
る
と
、
今
ま
で
見
た

こ
と
も
な
か
っ
た
明
る
い
月
が
出

て
お
り
、
そ
れ
を
見
る
の
が
一
つ

の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
川

根
で
は
、
ま
る
で
私
に
向
か
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
月
や
星
が
輝

い
て
い
ま
す
ね
。

　
川
根
は
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ

て
お
り
、
職
員
室
の
窓
か
ら
美
し

い
光
景
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
幸
運

に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
日

の
中
で
、
川
根
高
校
の
生
徒
に
英

語
を
教
え
、
接
す
る
こ
と
が
１
番

好
き
な
時
間
で
す
。
川
根
高
校
の

生
徒
は
と
て
も
賢
く
、
面
白
く
、

ま
た
落
ち
着
い
て
い
て
素
晴
ら
し

い
で
す
。
毎
日
彼
ら
か
ら
多
く
の

と
を
経
験
で
き
る
こ
と
に
心
を
躍

ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
変
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で

話
し
た
り
書
い
た
り
し
た
こ
と
も

な
い
「
日
本
語
」
と
い
う
言
語
を

学
べ
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
私
を
川
根

に
温
か
く
迎
え
い
れ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
　
　
ウ
ィ
サ
ニ
・
シ
バ
ン
ブ

I was born and raised in a very big city called Johannesburg in South Africa so living in the countryside is very new for me. At first I was quite 
confused with being in the countryside and not being close to malls and other conveniences that I am used to, but slowly that is starting to be 
something I enjoy about being in Kawane. Sometimes I look up at the sky and the moon shines more brightly than I have ever seen in my life, that 
is my favourite part of staying in the countryside. The moon and the stars shine brighter, sometimes it feels like they are shining specially for me.
This is a beautiful small town and I am very lucky to be surrounded by nature and so much beauty and sometimes I find myself looking out of the 
window in the teachers room- just to see the beauty. I teach English at Kawane High School and the students are really my favourite part of the 
day. I learn so much from watching them- they are such smart, funny, mature and wonderful people who have such great, noble dreams! I really 
think very highly of them and I enjoy teaching them very much. The teachers at Kawane High School are also wonderful people and they are so 
good natured and kind. I must say that it has been quite challenging for me to adapt, because it is so different to what I am used to, but I really 
am happy here. Japan has the type of culture that is so community focused and it reminds me of a South African concept we have, which is called 
`Ubuntu` which means `having humanity towards others`. Some people may have forgotten it, but it is a very important part of our ancestry as 
Africans- and I experience it here in Japan.
I have explored a few parts of the prefecture so far and there is just so much to take in, especially here in Kawane. I really want to start exploring 
more of Kawane and I am always sending pictures to my friends in the city and they always say they cannot believe how beautiful Kawane is. I 
look forward to meeting more friendly people and to having more experiences in this beautiful town, most of all I look forward to learning the 
language as best as I can- I had never read, written or spoken any Japanese at all until I came to Japan, so it can be quite overwhelming at times. 
I will do my best to learn this wonderful language as I think I would like to speak it for the rest of my life!
Thank you for welcoming me into your beautiful small town.                                                                                              Kind Regards,

Wisani Shibambu

ここにも、一つの物語。
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戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

水 川 板
い た や
谷　英

え い と
音 男 康平

♡ご結婚おめでとう♡
地　区 氏　名 前住所

青　部
井澤　大樹 青部
赤堀　恵理 菊川市

久野脇
中原　　梓 久野脇
稲熊　佳菜 静岡市

小長井
芹澤佑太郎 小長井
野口　智香 千頭東

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
徳 山 太田てつ子 84 太田啓雄

寺 馬 小田　さわ 102 小田仁之

藤 川 植田　時夫 84 植田和宏

徳 山 山 本 　 亘 87 山本八重

下長尾 野口　きみ 88 野口東

梅 高 河畑喜一郎 76 河畑一之

下 泉 竹中　敏夫 92 竹中繁晴

徳 山 大片冨士夫 91 大片善史

上 岸 鈴木　敏惠 87 鈴木浩二

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ
掲載しています。
 税務住民課☎（56）2222
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さらなる飛躍を目指して―

サッカーＪ３リーグ
「藤枝ＭＹＦＣ」を応援しよう！
５月の対戦日程
（藤枝総合運動公園サッカー場での開催試合のみ）

21日（日）　第 ９ 節 対 ギラヴァンツ北九州

28日（日）　第10節 対 ＦＣ琉球

※両日とも午後１時開始

３月16日、小山淳代表と石田祐
樹広報部長が来町し、今シーズ
ンの飛躍を誓いました。

道を通して探る、私たちの「ルーツ」
　川根本町町史研究会（長塚英夫会長）は、町内の古道に関する
歴史や現状についての調査結果をまとめた「川根本町の古道」
を発行しました。
　同会は、町内の歴史に興味関心を
持つ町民を中心に組織し、郷土史の
調査研究活動に取り組んでいます。
　今回発行された冊子は、会員がそれ
ぞれの在住地区において、約３年間か
けて年長者からの聞き取りや古地図
および写真などの収集を実施し、その
結果を地区ごとにまとめたものです。
　発行にあたり長塚会長は「古い道を調べることで、私たちの
祖先がどこから来たかというルーツや、周辺地域とどう関わっ
ていたかということを知ることができる。調べれば調べるほ
ど奥が深く、まだまだ調査しきれていない箇所も多い。今回の

発行をきっかけに、皆さんからの情
報がさらに集約されることで、また
新しい発見があることを期待してい
る」と笑顔で話しました。
　冊子の発行部数は200部で、町内
の図書室や公共施設、周辺市町の図
書館などで読むことができます。

冊子について紹介する同会
会員（中央：長塚会長）
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「春・里山はく」削り馬出展�
　３月に実施された「春・里山はく」では、寸又峡や接岨峡の自然の中で、
心ゆくまで木を削っていただきたいと思い、削り馬を使ったスプーン作
りを出展しました。計６日間でできたオリジナルスプーンは78本。アプ
ト開通イベントでお越しいただいた朝倉さやさんにもご体験いただい
たり、南アルプス山岳図書館の遠藤さんや資料館やまびこの鈴木さんに
もサポートしていただき、大変良いイベントにすることができました。
フォークや箸作りなどメニューを増やして、さまざまなイベントに出展
したいと思っています。�

「桑野山貯木場」製材機導入�
　桑野山貯木場に簡易製材機とフォークリフトが導入されました。川
根本町には、夢の吊り橋や奥大井湖上駅といった若者に人気のある
スポットがありますが、若者向けのおみやげ品は少ないと感じていま
す。そこで、町内で伐採した木を使ったおみやげ品の製作は、一考の余
地があると思います。その他にも、薪やペレット・ウッドチップにし
て、ストーブやボイラー・発電、散策路整備に利用することが考えられ
ます。いずれも簡単なことではないと思いますが、この簡易製材機が
循環サイクル構築のきっかけになればと考えています。�

森林の講演会�
　２月24日と３月17日に、静岡市内にて開催された森林の講演会に
行ってきました。講師陣は、山岳トレイルラン第一人者の望月将悟さん、
元東海フォレスト社長の内海登さん、哲学者の内山節さん、元林野庁の
田中正則さんという豪華な顔ぶれでした。中でも、内山さんによる、群馬
県上野村で「半市場経済」の理想のもとで行われている木質ペレット生
産や森林の観光資源化などの事業の話が大変興味深く、川根本町でも取
り入れていきたい内容でした。ブログに詳細を書いていますので、ご参
照いただけると幸いです。�

都市部から地方へ移り住み、地域課題の解決
やさらなる活性化のために活動する「地域お
こし協力隊」。１カ月に１度（＝ツキイチ）、日
頃の活動の様子を皆さんにお伝えします。

川根本町地域おこし協力隊　　　検索ブログも更新中！

　３月より、週に１日、三ツ星天文台のスタッフとして活動することになりました。著名な星座と一等星程度し
かわかりませんが、星を眺めることが好きですので、いろいろ勉強していきたいと思います。毎週金・土・日と予
約が入った平日に活動していますので、どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊
田村 渉 の

ツキイチ活動日誌

たむら　 わたる

たむら・わたる / 焼津市出身。首都圏の地図製作会社にて地図や観光情報データベースの開発業務などを担当。その後、北海道に
て自然体験プログラムやエコツアー、環境保全活動などの企画・運用の研修を経験。趣味は登山・スキー・旅行・将棋・麻雀。

～ Vol.９～

　３月28～29日の２日間、
休日をいただきまして、叔
父（島田市在住）とともに
八ヶ岳（赤岳）へ登ってきま
した。
　叔父は71歳でありなが
ら筋肉年齢は40代で、一緒
に歩いていても私より元気
です。私も叔父のように長
く山を歩けるよう日々のト
レーニングをしていきたい
と思った山行でした。


